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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ス
パ
ヒ
ロ
学
園

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
１
４
４
Ｕ

【
作
者
名
】

　
ボ
ッ
ス
ン

【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
の
物
語
は
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
大
戦
の
作
品
達
や
ス
ー
パ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
大

戦
の
作
品
達
や
二
つ
に
出
て
い
な
い
作
品
達
が
繰
り
広
げ
る
学
園
物
語
で
す
。

キ
ャ
ラ
崩
壊
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
 

始
ま
り
の
朝
（
前
書
き
）

ヒ
ュ
ッ
ケ
バ
イ
ン
Ｍ
ｋ
－
３
 

（
Ｍ
ｋ
－
３
）
「
あ
れ
？
」

エ
ク
ス
バ
イ
ン
 

（
エ
ク
ス
）
「
何
で
す
の
？
Ｍ
ｋ
－
３
。
」

Ｍ
ｋ
－
３
「
作
者
さ
ん
は
？
」

エ
ク
ス
「
作
者
は
今
あ
る
事
で
い
ま
せ
ん
で
す
の
。
」

Ｍ
ｋ
－
３
「
え
？
ど
う
い
う
事
？
」

エ
ク
ス
「
こ
の
話
で
分
か
る
で
す
の
。
そ
れ
で
は
始
ま
る
で
す
の
。
後
、
修
正

し
ま
し
た
で
す
の
。
」
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プ
ロ
ロ
ー
グ
 

始
ま
り
の
朝

そ
れ
は
あ
る
日
の
事
だ
っ
た
。

俺
は
た
だ
普
通
に
学
校
に
向
か
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
い
つ
も
行
っ
て
い
る
学

校
と
は
違
う
学
校
に
。

俺
の
名
は
バ
ナ
ー
ジ
・
リ
ン
ク
ス
。
俺
は
彩
南
高
校
に
通
っ
て
い
る
。

な
ぜ
彩
南
高
校
に
通
っ
て
い
な
い
か
っ
て
、
理
由
は
そ
の
学
校
が
無
く
な
っ
た

か
ら
と
言
う
よ
り
爆
発
し
た
か
ら
で
あ
る
。

理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
そ
の
後
爆
発
し
た
。

「
お
は
よ
っ
ス
。
バ
ナ
ー
ジ
。
」

髪
の
色
が
紫
の
俺
の
先
輩
が
俺
に
挨
拶
を
し
た
。

「
お
は
よ
う
。
」

俺
は
先
輩
に
挨
拶
し
た
。
そ
の
先
輩
は
ア
ラ
ド
・
バ
ラ
ン
ガ
。
俺
と
同
じ
彩
南

高
校
に
通
っ
て
い
る
。
因
み
に
俺
は
高
１
で
ア
ラ
ド
は
高
２
だ
。
学
校
が
爆
発

し
た
原
因
の
一
人
は
ア
ラ
ド
だ
。
俺
の
そ
の
中
に
入
っ
て
い
る
。

ア
ラ
ド
は
あ
る
限
定
パ
ン
を
食
べ
よ
う
と
し
た
時
に
三
人
の
少
女
の
戦
い
と
双

子
の
兄
弟
の
戦
い
な
ど
の
い
ろ
ん
な
戦
い
に
巻
き
込
ま
れ
て
そ
の
限
定
パ
ン
を

失
っ
て
怒
り
に
狂
い
戦
い
に
参
加
し
て
、
そ
の
後
、
俺
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
オ

ー
ド
リ
ー
が
作
っ
た
弁
当
を
食
べ
よ
う
と
し
た
時
に
そ
の
戦
い
で
弁
当
の
中
身

が
灰
に
な
っ
て
俺
が
怒
り
で
そ
の
戦
い
を
や
っ
て
い
る
人
達
に
攻
撃
し
て
、
そ
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の
衝
撃
で
学
校
が
爆
発
し
た
。
こ
れ
が
学
校
が
爆
発
し
た
理
由
だ
。

因
み
に
ア
ラ
ド
は
ス
ケ
ッ
ト
団
と
似
た
部
活
の
ツ
イ
ン
バ
ー
ド
団
に
入
っ
て
い

る
。
構
成
は
、
ア
ラ
ド
と
ゼ
オ
ラ
先
輩
と
ク
ォ
ヴ
レ
ー
先
輩
だ
。
ア
ラ
ド
は
そ

の
部
の
部
長
で
リ
ー
ダ
ー
だ
。

「
バ
ナ
ー
ジ
、
ど
ん
な
学
校
か
楽
し
み
っ
ス
！
」

「
あ
あ
、
そ
う
だ
な
。
」

俺
は
ア
ラ
ド
の
言
っ
た
事
に
そ
う
答
え
た
。

そ
し
て
、
俺
と
ア
ラ
ド
先
輩
が
着
い
た
学
校
は
、
ス
パ
ヒ
ロ
学
園
。
こ
の
学
園

は
、
俺
と
ア
ラ
ド
が
通
う
高
等
部
や
中
学
部
や
小
学
部
や
大
学
部
が
あ
る
学
園

だ
。
本
来
、
通
っ
て
い
る
学
校
が
元
に
戻
る
間
、
俺
と
ア
ラ
ド
が
通
う
学
校
だ
。

俺
と
ア
ラ
ド
が
下
駄
箱
に
着
い
た
。
俺
と
ア
ラ
ド
は
自
分
の
下
駄
箱
に
行
っ
た
。

俺
が
下
駄
箱
で
靴
を
入
れ
る
時

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
バ
ナ
ー
ジ
。
」

「
お
は
よ
ー
、
バ
ナ
ー
ジ
。
」

髪
の
色
が
ピ
ン
ク
で
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
の
女
の
子
と
長
い
髪
で
金
髪
の
女
の
子
が

俺
に
挨
拶
を
し
た
。
そ
の
二
人
は
俺
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
だ
。

「
ヤ
ミ
、
ナ
ナ
、
お
は
よ
う
。
」

俺
は
ヤ
ミ
と
ナ
ナ
に
挨
拶
を
し
た
。
髪
の
色
が
ピ
ン
ク
で
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
の
女
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の
子
が
ナ
ナ
・
ア
ス
タ
・
デ
ビ
ル
ー
ク
。
長
い
髪
で
金
髪
の
女
の
子
は
金
色
の

闇
。
こ
の
二
人
は
実
は
宇
宙
人
だ
。
ナ
ナ
は
デ
ビ
ル
ー
ク
人
と
い
う
人
間
の
姿

に
悪
魔
の
尻
尾
が
付
い
て
い
る
宇
宙
人
で
、
ヤ
ミ
は
体
内
の
ナ
ノ
マ
シ
ン
に
よ

っ
て
、
髪
の
毛
や
腕
な
ど
自
分
の
身
体
の
あ
ら
ゆ
る
器
官
を
自
在
に
変
身
さ
せ

る
能
力
を
持
っ
て
い
る
。

ヤ
ミ
も
ア
ラ
ド
先
輩
と
同
じ
く
学
校
を
壊
し
た
原
因
の
一
人
だ
。
ヤ
ミ
は
ナ
ナ

の
双
子
の
妹
と
一
緒
に
ナ
ナ
と
ナ
ナ
の
双
子
の
妹
の
姉
を
止
め
る
為
に
や
む
終

え
ず
戦
っ
た
。

「
す
い
ま
せ
ん
。
バ
ナ
ー
ジ
。
私
と
モ
モ
が
プ
リ
ン
セ
ス
を
止
め
ら
れ
な
か
っ

た
せ
い
で
大
切
な
お
弁
当
と
学
校
が
無
く
し
て
し
ま
っ
て
…
。
」

「
あ
た
し
も
う
ち
の
姉
上
が
暴
走
し
て
し
ま
っ
て
…
」

ヤ
ミ
と
ナ
ナ
か
俺
に
謝
っ
た
。

「
気
に
す
る
な
よ
。
俺
が
学
校
を
破
壊
し
た
か
ら
。
」

俺
は
ヤ
ミ
と
ナ
ナ
に
そ
う
言
っ
た
。

「
ほ
ら
、
自
分
の
ク
ラ
ス
を
見
よ
う
ぜ
。
」

俺
と
ヤ
ミ
と
ナ
ナ
は
自
分
の
ク
ラ
ス
表
を
確
認
し
た
。

「
あ
た
し
と
ヤ
ミ
と
バ
ナ
ー
ジ
は
ク
ラ
ス
は
一
緒
ね
。
後
、
モ
モ
と
オ
ー
ド
リ

ー
と
メ
ア
と
ミ
コ
ッ
ト
と
タ
ク
ヤ
も
一
緒
。
」

ナ
ナ
は
俺
と
ヤ
ミ
に
そ
う
言
っ
た
。
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「
そ
う
か
、
ク
ラ
ス
は
…
１
－
Ｄ
か
。
」

俺
は
ク
ラ
ス
表
で
組
を
確
認
し
た
。

「
１
－
Ｄ
に
向
か
い
ま
す
。
バ
ナ
ー
ジ
、
ナ
ナ
。
」

ヤ
ミ
は
俺
と
ナ
ナ
に
言
っ
た
。

「
あ
あ
。
」

「
う
ん
。
」

俺
と
ナ
ナ
は
返
事
を
し
て
、
１
－
Ｄ
に
向
か
っ
た
。

俺
と
ヤ
ミ
と
ナ
ナ
は
１
－
Ｄ
に
行
く
と
、
い
ろ
ん
な
人
達
が
居
た
。

「
こ
こ
が
１
－
Ｄ
か
。
」

俺
と
ヤ
ミ
と
ナ
ナ
は
教
室
に
入
っ
た
。

す
る
と
、
俺
と
ヤ
ミ
と
ナ
ナ
と
同
じ
学
校
の
制
服
を
着
た
少
年
が
一
人
、
少
女

が
二
人
居
た
。
そ
の
人
達
は
俺
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
だ
。

「
オ
ー
ド
リ
ー
、
ミ
コ
ッ
ト
、
タ
ク
ヤ
。
」

俺
と
ヤ
ミ
と
ナ
ナ
は
親
友
の
方
に
向
か
っ
た
。

「
バ
ナ
ー
ジ
、
ヤ
ミ
さ
ん
、
ナ
ナ
さ
ん
。
」

俺
と
ヤ
ミ
と
ナ
ナ
に
気
が
付
い
た
の
二
人
の
内
一
人
の
少
女
は
は
、
ミ
コ
ッ
ト
・
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バ
ー
チ
。
ミ
コ
ッ
ト
は
俺
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
で
幼
馴
染
だ
。

「
俺
た
ち
と
一
緒
の
ク
ラ
ス
だ
な
。
バ
ナ
ー
ジ
。
」

俺
に
言
っ
た
の
は
、
タ
ク
ヤ
・
イ
レ
イ
。
タ
ク
ヤ
は
Ｍ
Ｓ
に
詳
し
い
。
タ
ク
ヤ

も
俺
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
で
幼
馴
染
だ
。

「
同
じ
ク
ラ
ス
で
す
ね
。
バ
ナ
ー
ジ
。
」

俺
に
言
っ
た
の
は
、
エ
メ
ラ
ル
ド
色
の
瞳
を
し
た
、
オ
ー
ド
リ
ー
・
バ
ー
ン
。

オ
ー
ド
リ
ー
は
俺
が
高
校
に
入
っ
た
時
に
転
校
し
て
き
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
だ
。

俺
の
親
友
だ
。

「
あ
あ
。
」

俺
は
そ
う
答
え
た
。

「
席
は
？
」

俺
は
ミ
コ
ッ
ト
に
聞
い
た
。

「
席
は
こ
の
紙
に
書
い
て
あ
る
よ
。
」

ミ
コ
ッ
ト
は
席
が
描
い
て
あ
る
紙
を
俺
と
ヤ
ミ
と
ナ
ナ
に
渡
し
た
。

「
そ
う
か
、
あ
り
が
と
う
。
ミ
コ
ッ
ト
。
」

俺
は
紙
に
書
い
て
あ
る
通
り
に
席
に
座
っ
た
。
す
る
と
、

「
私
と
同
じ
ク
ラ
ス
ね
。
」
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隣
り
の
席
の
、
化
粧
が
い
ら
な
い
程
度
に
整
っ
た
顔
立
ち
で
、
肩
ま
で
届
く
短

め
の
茶
髪
に
花
飾
り
の
ヘ
ア
ピ
ン
付
け
て
い
る
少
女
が
俺
に
話
し
か
け
て
き
た
。

「
君
は
？
」

「
私
は
御
坂
美
琴
。
能
力
は
超
電
磁
砲
、
よ
ろ
し
く
ね
。
」

レ
ー
ル
ガ
ン

俺
の
問
い
に
そ
う
女
の
子
、
御
坂
美
琴
さ
ん
は
自
己
紹
介
を
し
た
。

「
レ
ー
ル
ガ
ン
？
」

俺
は
美
琴
さ
ん
の
能
力
の
レ
ー
ル
ガ
ン
に
疑
問
を
思
っ
た
。

「
あ
、
ご
め
ん
。
私
は
電
気
を
出
す
事
が
出
来
る
の
。
こ
う
い
う
風
に
ね
！
」

す
る
と
、
美
琴
さ
ん
は
突
然
、
後
ろ
に
向
い
て
右
手
で
電
気
を
出
し
て
、
突
然

現
れ
た
茶
髪
の
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
の
女
の
子
に
電
気
を
食
ら
わ
せ
た
。

「
お
…
お
姉
様
。
」

そ
の
茶
髪
の
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
の
女
の
子
は
そ
う
言
う
と
、
倒
れ
た
。

「
ご
め
ん
ね
。
話
を
止
め
て
。
そ
う
い
え
ば
君
の
名
前
は
？
」

「
俺
は
バ
ナ
ー
ジ
・
リ
ン
ク
ス
。
」

俺
は
美
琴
さ
ん
の
問
い
に
そ
う
答
え
た
。

「
よ
ろ
し
く
ね
。
バ
ナ
ー
ジ
君
。
」
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美
琴
さ
ん
は
俺
に
言
う
。

「
よ
ろ
し
く
。
美
琴
さ
ん
。
」

俺
は
美
琴
さ
ん
に
言
う
。

「
美
琴
で
い
い
よ
。
」

美
琴
さ
ん
は
俺
に
そ
う
言
う
。

「
俺
も
バ
ナ
ー
ジ
で
い
い
で
す
。
美
琴
。
」

俺
も
美
琴
に
そ
う
言
っ
た
。

「
分
か
っ
た
よ
。
バ
ナ
ー
ジ
。
」

美
琴
は
俺
に
そ
う
言
っ
た
。
す
る
と
、

「
や
っ
と
、
着
い
た
ぜ
。
」

一
人
の
少
年
が
言
う
。
そ
の
言
っ
た
少
年
は
、
ツ
ン
ツ
ン
し
た
短
め
の
黒
髪
の

そ
れ
以
外
に
は
こ
れ
と
言
っ
て
特
徴
が
無
い
平
凡
な
容
姿
の
少
年
と
腰
ま
で
届

く
程
の
長
い
ス
ト
レ
ー
ト
の
銀
髪
と
エ
メ
ラ
ル
ド
の
よ
う
な
緑
色
の
瞳
、
白
い

肌
に
小
柄
で
華
奢
な
体
格
で
整
っ
た
顔
立
ち
を
し
て
お
り
服
装
は
常
に
純
白
の

布
地
に
金
の
刺
繍
が
施
さ
れ
高
級
な
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
に
似
た
印
象
の
修
道
服
で
、

数
十
本
も
の
安
全
ピ
ン
で
布
地
を
留
め
て
着
用
し
て
い
る
少
女
と
俺
と
同
じ
学

校
の
制
服
を
着
て
、
赤
髪
の
お
さ
げ
を
し
て
い
る
少
女
が
教
室
に
入
っ
て
来
た
。

そ
の
俺
と
同
じ
学
校
の
制
服
を
着
た
少
女
は
俺
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
だ
。
因
み
に

こ
の
学
園
の
規
則
で
服
装
は
自
由
だ
。
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「
メ
ア
。
そ
の
二
人
は
？
」

俺
は
赤
髪
の
お
さ
げ
を
し
て
い
る
少
女
、
黒
咲
芽
亜
に
聞
い
た
。
メ
ア
は
ヤ
ミ

の
妹
で
ヤ
ミ
と
同
じ
変
身
能
力
に
加
え
、
身
体
の
一
部
を
相
手
と
融
合
し
て
そ

の
精
神
に
入
り
こ
む
精
神
侵
入
と
い
う
能
力
を
持
つ
。

サ
イ
コ
ダ
イ
ブ

「
こ
の
二
人
は
、
私
が
道
を
迷
っ
た
時
に
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
」

メ
ア
は
そ
う
答
え
た
。

「
俺
は
上
条
当
麻
。
当
麻
っ
て
呼
ん
で
く
れ
。
」

少
年
の
名
は
、
上
条
当
麻
は
俺
に
自
己
紹
介
を
し
た
。

「
私
は
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
な
ん
だ
よ
。
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
っ
て
呼
ん
で
ほ
し
い
か
も
。

よ
ろ
し
く
な
ん
だ
よ
。
」

少
女
は
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
は
同
じ
く
俺
に
自
己
紹
介
を
し
た
。

「
俺
は
バ
ナ
ー
ジ
・
リ
ン
ク
ス
。
バ
ナ
ー
ジ
っ
て
呼
ん
で
く
れ
。
」

俺
は
二
人
に
自
己
紹
介
を
し
た
。

「
メ
ア
は
本
当
に
困
っ
た
ぜ
。
俺
と
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
が
学
校
に
向
か
っ
て
い
る

途
中
で
メ
ア
に
会
っ
て
、
道
を
尋
ね
た
時
に
メ
ア
が
持
っ
て
い
た
地
図
は
世
界

地
図
だ
っ
た
ぜ
。
」

「
え
？
」
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当
麻
に
言
っ
た
事
に
俺
は
驚
い
た
。

「
何
で
メ
ア
、
世
界
地
図
を
持
っ
て
い
た
ん
だ
？
」

「
理
由
は
学
園
に
行
く
道
が
分
か
ら
な
く
て
、
本
屋
さ
ん
に
行
っ
て
い
っ
ぱ
い

載
っ
て
い
る
地
図
を
欲
し
い
っ
て
言
っ
た
ら
、
こ
の
地
図
を
く
れ
ま
し
た
。
」

俺
の
問
い
に
メ
ア
は
そ
う
答
え
た
。

「
い
っ
ぱ
い
載
り
す
ぎ
だ
よ
?
後
、
そ
の
地
図
で
こ
の
学
園
ま
で
の
道
が
分
か

る
の
か
?
」

俺
は
メ
ア
に
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
た
。

「
あ
、
と
う
ま
と
同
じ
事
を
言
っ
た
か
も
。
」

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
は
俺
に
言
う
。
す
る
と
ス
ピ
ー
カ
ー
に
音
楽
が
流
れ
た
。

『
全
生
徒
に
継
ぐ
。
全
生
徒
は
グ
ラ
ン
ド
に
来
た
ま
え
。
理
事
長
の
朝
礼
だ
。

遅
刻
し
た
生
徒
は
最
初
は
許
す
が
、
女
の
子
の
場
合
は
、
ル
ー
レ
ッ
ト
で
決
め

ら
れ
た
コ
ス
プ
レ
を
す
る
事
、
因
み
に
例
外
も
あ
る
。
男
の
子
の
場
合
は
人
に

よ
っ
て
は
女
装
だ
か
、
そ
れ
以
外
の
人
は
ラ
イ
ダ
ー
キ
ッ
ク
だ
。
も
ち
ろ
ん
例

外
も
あ
る
。
繰
り
返
す
。
全
生
徒
は
グ
ラ
ン
ド
に
来
た
ま
え
。
理
事
長
の
朝
礼

だ
。
遅
刻
し
た
生
徒
は
最
初
は
許
す
が
、
女
の
子
の
場
合
は
、
ル
ー
レ
ッ
ト
で

決
め
ら
れ
た
コ
ス
プ
レ
を
す
る
事
、
因
み
に
例
外
も
あ
る
。
男
の
子
の
場
合
は

人
に
よ
っ
て
は
女
装
だ
か
、
そ
れ
以
外
の
人
は
ラ
イ
ダ
ー
キ
ッ
ク
だ
。
も
ち
ろ

ん
例
外
も
あ
る
。
理
事
長
の
朝
礼
は
す
ぐ
終
わ
る
。
以
上
だ
。
」

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送
が
流
れ
た
。
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「
こ
の
声
は
、
海
東
先
生
だ
な
。
」

俺
は
こ
の
声
を
聞
い
て
そ
う
言
っ
た
。
海
東
大
樹
先
生
は
俺
の
学
校
の
先
生
だ
。

海
東
先
生
は
何
か
を
盗
む
癖
が
あ
る
。
そ
の
為
、
門
矢
先
生
な
ど
の
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
の
先
生
に
怒
ら
れ
て
い
る
。

教
室
に
居
る
皆
は
、
グ
ラ
ン
ド
に
向
か
っ
た
。

そ
し
て
、
グ
ラ
ン
ド
。
そ
こ
に
は
、
い
ろ
ん
な
人
達
が
い
た
。

「
え
ー
、
ま
ず
朝
礼
を
始
め
る
ぞ
。
理
事
長
が
朝
礼
が
長
い
の
は
嫌
だ
か
ら
、

す
ぐ
に
終
わ
る
。
」

元
の
学
校
の
俺
の
担
任
の
先
生
で
二
眼
レ
フ
の
ト
イ
カ
メ
ラ
を
常
に
身
に
つ
け

て
い
る
先
生
、
門
矢
士
先
生
が
そ
う
言
う
。
す
る
と
、

「
き
ゃ
ー
。
」

み
ん
な
は
棒
読
み
で
言
っ
た
方
を
見
上
げ
る
と
屋
上
に
ピ
ン
ク
髪
の
シ
ョ
ー
ト

ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
で
俺
達
と
同
じ
学
校
の
制
服
を
着
た
少
女
が
赤
い
兜
と
黒
い
服

と
白
い
マ
ン
ト
を
身
に
纏
っ
た
姿
の
怪
人
に
人
質
に
捉
え
て
い
た
。
ピ
ン
ク
髪

の
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
の
俺
達
と
同
じ
学
校
の
制
服
少
女
は
俺
の
学
校
の

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
だ
。

「
私
は
ア
ポ
ロ
ガ
イ
ス
ト
な
の
だ
！
こ
の
女
が
助
け
た
け
れ
ば
デ
ィ
ケ
イ
ド
、

門
矢
士
を
差
し
出
す
の
だ
！
」

そ
の
赤
い
怪
人
、
ア
ポ
ロ
ガ
イ
ス
ト
は
そ
う
言
う
。
因
み
に
、

「
助
け
て
ー
。
」
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棒
読
み
で
助
け
を
求
め
て
い
る
ピ
ン
ク
髪
の
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
女
の
子
は
、
モ
モ
・

ベ
リ
ア
・
デ
ビ
ル
ー
ク
。
俺
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
だ
。
後
、
モ
モ
も
学
校
が
壊
れ

た
原
因
の
一
人
で
あ
る
。
後
、
屋
上
に
眼
鏡
と
コ
ー
ト
、
フ
ェ
ル
ト
帽
が
特
徴

の
壮
年
の
男
が
居
た
。

「
さ
あ
、
デ
ィ
ケ
イ
ド
！
お
前
の
せ
い
で
こ
の
女
は
…
ぐ
ふ
?
」

そ
の
男
は
言
い
か
け
た
瞬
間
、
ア
ポ
ロ
ガ
イ
ス
ト
と
一
緒
に
シ
ア
ン
色
の
バ
イ

ク
に
ひ
か
れ
た
。
そ
し
て
、
シ
ア
ン
色
の
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
た
シ
ア
ン
色
の

戦
士
が
モ
モ
に
向
か
っ
た
。

「
大
丈
夫
で
す
か
？
」

シ
ア
ン
色
の
戦
士
は
モ
モ
に
そ
う
言
っ
た
。

「
あ
な
た
は
？
」

モ
モ
は
シ
ア
ン
色
の
戦
士
に
聞
い
た
。

「
僕
は
通
り
す
が
り
の
仮
面
…
」

「
お
い
、
そ
れ
は
俺
の
セ
リ
フ
だ
！
」

シ
ア
ン
色
の
戦
士
が
言
い
か
け
た
瞬
間
、
門
矢
先
生
が
屋
上
に
駆
け
つ
け
て
そ

う
言
っ
た
。
他
に
も
、
剣
立
カ
ズ
マ
先
生
と
小
野
寺
ユ
ウ
ス
ケ
先
生
と
辰
巳
シ

ン
ジ
先
生
が
屋
上
に
来
て
い
た
。

「
何
で
す
か
？
士
さ
ん
。
僕
だ
っ
て
あ
の
セ
リ
フ
ぐ
ら
い
言
わ
せ
て
く
だ
さ
い

よ
。
」
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シ
ア
ン
色
の
戦
士
は
門
矢
先
生
に
そ
う
言
っ
た
が
、

「
駄
目
だ
！
あ
の
セ
リ
フ
は
俺
の
だ
！
誰
に
も
言
わ
せ
ん
！
」

門
矢
先
生
は
シ
ア
ン
色
の
戦
士
に
そ
う
答
え
た
。

「
と
り
あ
え
ず
、
士
さ
ん
達
。
こ
の
二
人
を
任
せ
ま
し
た
。
」

シ
ア
ン
色
の
戦
士
は
そ
の
ま
ま
何
処
か
行
こ
う
と
し
た
ら
、
モ
モ
が
シ
ア
ン
色

の
戦
士
の
手
を
つ
か
ん
だ
。

「
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
作
者
さ
ん
。
」

モ
モ
が
シ
ア
ン
色
の
戦
士
に
言
っ
た
。

「
え
？
」

モ
モ
が
シ
ア
ン
色
の
戦
士
に
言
っ
た
言
葉
に
皆
は
驚
い
て
い
た
。
そ
の
シ
ア
ン

色
の
戦
士
の
正
体
は
作
者
だ
っ
た
。

「
待
っ
て
く
だ
さ
い
、
モ
モ
さ
ん
。
僕
は
通
り
す
が
り
の
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
、
デ

ィ
エ
ン
ド
で
す
け
ど
。
」
（
汗
）

作
者
か
な
っ
て
い
る
シ
ア
ン
色
の
戦
士
は
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
デ
ィ
エ
ン
ド
だ
っ

た
。
作
者
は
モ
モ
に
そ
う
言
っ
た
が
、

「
駄
目
で
す
よ
、
作
者
さ
ん
。
作
者
さ
ん
は
ま
だ
バ
イ
ク
の
免
許
を
持
っ
て
い

ま
せ
ん
か
ら
、
バ
イ
ク
に
乗
っ
た
ら
駄
目
で
す
。
後
、
バ
イ
ク
で
人
を
ひ
い
た

ら
駄
目
で
す
。
」
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モ
モ
は
作
者
に
そ
う
言
っ
た
。

「
い
や
、
だ
か
ら
…
」
（
汗
）

作
者
は
モ
モ
に
言
い
訳
を
言
い
か
け
た
時
、

「
作
者
さ
ん
。
お
話
が
あ
り
ま
す
。
」

モ
モ
は
作
者
を
何
処
か
に
連
れ
て
行
っ
た
。
因
み
に
そ
の
男
と
ア
ポ
ロ
ガ
イ
ス

ト
は
門
矢
先
生
と
小
野
寺
先
生
と
剣
立
先
生
と
辰
巳
先
生
が
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
に

な
っ
て
、
倒
し
ま
し
た
。
門
矢
先
生
は
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
デ
ィ
ケ
イ
ド
で
小
野
寺

先
生
は
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ク
ウ
ガ
で
剣
立
先
生
は
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ブ
レ
イ
ド
で
辰

巳
先
生
は
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
龍
騎
に
な
っ
て
、
そ
の
二
人
を
倒
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、

「
え
ー
、
事
件
が
あ
っ
た
が
、
目
的
ど
う
り
に
朝
礼
を
始
め
る
ぞ
。
」

門
矢
先
生
は
そ
の
言
う
。

「
（
こ
の
学
園
の
理
事
長
は
誰
だ
ろ
う
？
）
」

俺
は
そ
う
思
っ
た
。
す
る
と
、
そ
の
人
が
現
れ
た
。

「
え
ー
、
朝
礼
を
始
め
ま
す
。
」

そ
の
人
の
外
見
は
、
俺
と
ア
ラ
ド
の
先
輩
で
二
年
前
の
姿
の
キ
ラ
・
ヤ
マ
ト
先

輩
に
似
て
い
て
、
服
装
は
何
故
か
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
短
パ
ン
だ
っ
た
。
帽
子
が
ア
ラ

ド
の
別
の
学
校
に
行
っ
て
い
る
友
人
で
俺
の
先
輩
の
藤
崎
佑
介
、
ボ
ッ
ス
ン
が
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被
っ
て
い
る
帽
子
だ
っ
た
。
ボ
ッ
ス
ン
と
同
じ
く
ゴ
ー
グ
ル
が
付
い
て
い
る
。

因
み
に
帽
子
の
色
は
青
色
だ
。
サ
ン
グ
ラ
ス
を
掛
け
て
い
る
。

そ
の
時
、
皆
は
驚
い
て
い
た
。
何
故
な
ら
そ
の
人
は
、

「
理
事
長
の
ボ
ッ
ス
ン
で
す
。
僕
の
事
を
作
者
っ
て
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。
」

作
者
だ
っ
た
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
 

始
ま
り
の
朝
（
後
書
き
）

Ｍ
ｋ
－
３
「
え
ー
っ
?
作
者
さ
ん
が
理
事
長
?
」

エ
ク
ス
「
す
ご
い
で
す
の
。
」

Ｍ
ｋ
－
３
「
作
者
さ
ん
が
理
事
長
っ
て
大
変
な
事
に
な
る
け
ど
、
大
丈
夫
な
ん

で
す
か
?
」

エ
ク
ス
「
大
丈
夫
で
す
の
。
後
、
質
問
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
で
す
の
。
」

Ｍ
ｋ
－
３
「
エ
ク
ス
姉
さ
ん
。
質
問
の
ル
ー
ル
は
？
」

エ
ク
ス
「
質
問
の
ル
ー
ル
は
一
つ
の
感
想
に
付
き
一
回
で
す
の
。
」

Ｍ
ｋ
－
３
「
そ
う
で
す
か
。
次
回
の
話
は
？
」

エ
ク
ス
「
次
回
の
話
は
、
朝
礼
と
こ
の
小
説
に
出
る
作
品
達
の
紹
介
で
す
の
。
」

Ｍ
ｋ
－
３
「
皆
さ
ん
、
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
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第
１
話
 

朝
礼
と
言
う
名
の
参
戦
作
品
紹
介
（
前
書
き
）

エ
ク
ス
「
今
回
は
こ
の
学
園
に
出
て
い
る
参
戦
作
品
の
紹
介
で
す
の
。
こ
の
話

は
短
い
で
す
の
。
」

Ｍ
ｋ
－
３
「
こ
の
学
園
に
ど
ん
な
作
品
が
出
る
の
か
な
？
」

エ
ク
ス
「
こ
の
話
で
分
か
る
の
で
す
の
。
そ
れ
で
は
、
始
ま
り
ま
す
で
す
の
。
」
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第
１
話
 

朝
礼
と
言
う
名
の
参
戦
作
品
紹
介

前
回
の
あ
ら
す
じ
。

理
事
長
が
作
者
だ
っ
た
。

「
朝
礼
を
始
め
ま
す
。
」

と
言
う
訳
で
、
作
者
の
朝
礼
が
始
ま
っ
た
。

「
こ
の
学
園
は
い
ろ
ん
な
人
達
が
学
校
が
壊
し
た
り
、
無
く
し
た
り
、
い
ろ
ん

な
事
で
学
校
を
無
く
し
た
生
徒
達
や
先
生
達
の
為
の
学
校
で
す
。
以
上
。
」

作
者
の
朝
礼
が
終
わ
っ
た
。

（
本
当
に
朝
礼
が
直
ぐ
に
終
わ
っ
た
な
。
）

生
徒
の
皆
は
そ
う
思
っ
た
。
す
る
と
、

「
時
間
が
余
っ
た
の
で
、
こ
の
学
園
の
生
徒
達
と
先
生
達
が
出
る
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。
」

作
者
は
何
時
の
間
に
か
と
て
も
大
き
い
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
出
し
て
、
映
像
を
な

が
し
た
。

参
戦
作
品

ス
ー
パ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
大
戦
シ
リ
ー
ズ
に
参
戦
し
た
作
品
 

（
追
加
有
り
）
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ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
大
戦
に
参
戦
し
た
作
品
 

（
１
部
は
参
戦
し
な
い
予
定
で

す
）

魔
法
少
女
リ
リ
カ
ル
な
の
は
シ
リ
ー
ズ
 

（
ゲ
ー
ム
も
含
み
ま
す
）

ガ
ン
ダ
ム
シ
リ
ー
ズ

魔
法
少
女
ま
ど
か
☆
マ
ギ
カ

ハ
ヤ
テ
の
ご
と
く
！

灼
眼
の
シ
ャ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
シ
リ
ー
ズ

こ
れ
は
ゾ
ン
ビ
で
す
か
？

と
ら
ド
ラ
！

ゼ
ロ
の
使
い
魔

絶
体
絶
命
で
ん
じ
ゃ
ら
す
じ
ー
さ
ん

Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ

俺
の
妹
が
こ
ん
な
に
可
愛
い
わ
け
が
な
い

銀
魂

Ｉ
Ｓ

イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ
ト

ス
ト
ラ
ト
ス

ケ
シ
カ
ス
君

涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
憂
鬱

プ
リ
キ
ュ
ア
シ
リ
ー
ズ

戦
隊
シ
リ
ー
ズ
 

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
シ
リ
ー
ズ

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
疾
風
伝

ス
ー
パ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
大
戦
Ｏ
Ｇ
シ
リ
ー
ズ
 

（
正
確
に
言
う
と
バ
ン
フ
レ
ス
ト

オ
リ
ジ
ナ
ル
）
 
 

（
追
加
有
り
）

し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
シ
リ
ー
ズ

ド
ラ
ゴ
ン
ク
ラ
イ
シ
ス
！

Ａ
ｎ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
 

Ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
ｙ
'

ｓ
 

Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
シ
リ
ー
ズ
に

参
戦
し
た
作
品

Ａ
．
Ｃ
．
Ｅ
．
オ
リ
ジ
ナ
ル

け
い
お
ん
！
！
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ひ
だ
ま
り
ス
ケ
ッ
チ

緋
弾
の
ア
リ
ア

み
つ
ど
も
え

ロ
ザ
リ
オ
と
バ
ン
パ
イ
ア

こ
ど
も
の
じ
か
ん

べ
る
ぜ
バ
ブ

め
だ
か
ボ
ッ
ク
ス

?
ｎ
?
ｇ
ｍ
?
【
エ
ニ
グ
マ
】

黒
子
の
バ
ス
ケ

Ｐ
Ｓ
Ｙ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
－
サ
イ
レ
ン
－

Ｄ
．
Ｇ
ｒ
ａ
ｙ
－
ｍ
ａ
ｎ

毎
度
！
浦
安
鉄
筋
家
族

ｅ
ｔ
ｃ

と
ス
タ
ッ
フ
ロ
ー
ル
に
映
像
が
流
れ
た
。

「
以
上
が
こ
の
学
園
の
生
徒
と
先
生
達
が
出
る
予
定
の
作
品
達
で
す
。
後
、
と

て
も
面
白
い
作
品
が
出
ま
し
た
ら
、
そ
の
作
品
を
追
加
追
加
し
ま
す
。
」

作
者
は
そ
う
言
う
。

「
こ
れ
で
朝
礼
を
終
わ
り
ま
す
。
後
、
終
業
式
も
終
わ
り
ま
す
。
教
室
に
戻
り

ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
帰
っ
て
も
い
い
で
す
。
」

作
者
は
皆
に
そ
う
言
っ
て
、
朝
礼
と
終
業
式
を
終
わ
ら
せ
た
。

「
（
こ
の
学
園
は
大
丈
夫
か
な
？
）
」

皆
は
作
者
を
見
て
思
っ
た
。
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第
１
話
 

朝
礼
と
言
う
名
の
参
戦
作
品
紹
介
（
後
書
き
）

Ｍ
ｋ
－
３
「
こ
の
作
品
達
が
こ
の
学
園
に
出
る
ん
だ
ね
。
エ
ク
ス
姉
さ
ん
。
」

エ
ク
ス
「
そ
う
で
す
の
。
後
、
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
で
す
の
。
」

Ｍ
ｋ
－
３
「
エ
ク
ス
姉
さ
ん
。
ル
ー
ル
は
？
」

エ
ク
ス
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
の
。
但
し
、
作
者
が
知
ら
な
い
作

品
は
参
戦
す
る
確
率
は
低
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
で
す
の
。
」

Ｍ
ｋ
－
３
「
後
、
ス
パ
ロ
ボ
と
ス
パ
ヒ
ロ
に
出
て
い
る
作
品
が
分
か
ら
な
い
人

は
、
ス
パ
ロ
ボ
は
ｗ
ｌ
ｋ
ｉ
で
ス
パ
ヒ
ロ
は
作
者
が
書
い
て
い
ま
す
、
ス
ー
パ

ー
ヒ
ー
ロ
ー
大
戦
で
参
戦
作
品
を
見
る
と
そ
の
参
戦
し
て
い
る
作
品
が
分
か
り

ま
す
。
」

エ
ク
ス
「
次
回
の
話
は
、
バ
ナ
ー
ジ
達
の
ク
ラ
ス
の
話
を
す
る
予
定
で
す
の
。
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n4144u/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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